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಄ΠϯλϏϡʔר

「日ຊ一の漢方૬ஊ薬局」を目指しऔりんでいました。

社長業をܧいだのは̕年લです。社һを๊えているわ

けですから、漢方にばかりதしていられなくなりま

して（স）、大石常務とともにอݥ薬局をల։するなど、

。Ӧにྗを注いできましたܦ

──そしてࡏݱ、อݥ薬局̓店ฮと漢方૬ஊ薬局１店

ฮを運Ӧするにࢸっているわけですね。

খౡ　ฐ社のอݥௐ剤業務は *$5 Խを進めながらߴ

い࣭をอっていますが、漢方堂をத৺にฐ社の౷で

ある૬ஊ業務にもྗを入れています。ですから、いま

んにݴわれている「ऀױさんとのコミュニケーシϣ

ン」だとか「ௐ剤だけでなく、住民の健康ҡ持ɾ૿進

のಇきかけ」といったものには長年のܦ験があり、健

૬ஊۀ๛ͳϊϋੵ
পҬʹϚονͨ͠ༀہΛٻ

──業から長きにわたり、地域密ணの࢟を؏いて

こられたそうですね。

খౡ　が「૬ஊ薬局」というかたちで業したのが

1���（ত20）年でした。当時は、病Ӄもগなくࠃ

民օอݥもなかったので、ൽෘ࣬ױやңのトラϒル

など、ෆௐがあれば薬局に行った時代です。薬剤師は

そういうࠔり͝とをฉき、一人ͻとりに合わせて薬のௐ

合も行いました。また、医薬品だけでなくԽহ品やચ剤、

৯品ఴՃなど、のճりのあらΏるԽ学࣭につい

てアυバイスできるʠொのՊ学ऀʡでもありました。そ

しても、そういう「よろず૬ஊॴ」としての薬局を։

業したわけです。

　その後、医薬

分業のが来て、

ௐ剤෦を֦ॆ

させていくこと

になりました。

私がと一ॹに

ಇくようになっ

たのはそのࠒで

す。といっても、

私は漢方にڵຯ

を持っていたの

で、ࡍࠃத医師

の֨ࢿをऔるな

ど、もっͺら

ʠொͷՊֶऀʡ͔ Β�
� ʠཧͷ݈߁αϙʔτༀہʡ
ༀہͷ໋શ͏͢ΔͨΊɺ࣌ʹ߹Θͤͨม༰Λࡧ
ɹࠓでۀ��をܴ͑たࣜגձࣾ小ౡ薬局（ຊࣾɿ੩Ԭݝপࢢ）。อݥ薬局ͱしてଟ͘のҬॅຽか
ら処方箋を受͚るҰ方で、方૬ஊ薬局ͱ͍͏ಠࣗのもཱ֬して͍る。ஂմのੈが後ऀྸߴظͱͳる
「����」に͚て薬局のม༰がٻΊられて͍るͳか、Ҭのฮɾ小ౡ薬局はどのΑ͏ͳలをͬ࣋て͍
るのか。දऔకࣾɾ小ౡࢯߊͳらͼにৗऔకɾେੴҰࢯに͓をͬた。

ಉ社　常務औక�ɹ大石Ұࢯ�（ࣸਅӈ）

会社小島薬局ࣜג
　代දऔక社長ɹখౡɹɹࢯ�ߊ（ࣸਅࠨ）

「ϑΣア߁݈」した࠵ॳΊて開ࡢ▲
のϙελー。

。گίーφーは͝ཡのͱ͓Γのେ「νΣοΫ߁݈̋」

˙�ୈ̍ճখౡༀ߁݈ہϑΣΞͷ༷ࢠʢ����ʣ
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康サポート薬局としてのノウハウは十分持っていると

自負しています。

　しかしながら、「住民の健康を守る」という薬局の使

命は変わらずとも、手法は時代に合わせ変えていかな

ければ受け入れてもらえません。地域医療が注目され、

地域包括ケアシステムが始動するなか、この沼津とい

う地にマッチした薬局とはいかなるものかを考えてい

く必要があります。大石常務の指揮の下に昨年始めた

「健康フェア」（写真）も、そうした模索の１つです。

大石　小島薬局は、当地では比較的知られた薬局です

が、漢方堂以外は処方箋がないと入りづらいのは否め

ません。一方で、これからの時代は処方箋がなくても

入れる店でなければいけないし、薬剤師は医薬品以外

のテーマでもコミュニケートでき

なければいけない。──そう考え

たとき、突破口として、小島薬局

や薬剤師についてもっと知っても

らおうと、地域の人を呼んで「健康

フェア」をやることになりました。

　広く一般の人と交流しようとい

う試みは、社長が地域のカルチャ

ースクールで講座を持つなど、こ

ちらが出かけていって行うことは

ありましたが、薬局に来てもらう

かたちをとったのは、この「健康フェア」が初めてです。

準備には推進会議を立ち上げ、何度も会合を重ねまし

た。プログラムは、たたき台こそ私がつくりましたが、推

進会議メンバーみんなで話し合って決めていきました。

　当日は、120人ほどの住民が足を運んでくれまし

た。プログラムはいろいろ用意しましたが、メインは

糖尿病簡易検査と体脂肪や骨密度などを測る「健康チ

ェック」です。地域の人に「今後、こうした簡易検査は

薬局でもできるようになりますよ」ということをアピ

ールするのがねらいです。

　そのほかには、「漢方講座」や子供を対象にした「子

供薬剤師体験」など。好評だったのは、カウンター内

の作業を見る「薬局見学ツアー」ですね。「健康フェア」

▲小学生を対象にした「子供薬剤師体
験」。体験後には「こども薬剤師認定
証」（写真右）を授与して喜ばれた。

▲▶「薬局見学ツア
ー」では、処方箋受
付から薬が渡される
までの、全工程を開
示して好評を博した。
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はຊ店で։࠵したのですが、ຊ店は処方箋Ԡधຕが

݄�000ຕલ後、ݿࡏも2�00छྨ以上にの΅るن

模の大きな店ฮです。そのͿんち時ؒもଞ店より長

いわけで、ऀױさんはιフΝーに座ってௐ剤ࣨをோめ

ながら、「あのதでは何をやっているのだろう」などと

ௐ剤ࣨからฉこえて、ࡍ࣮。っているわけです（স）ࢥ

くる「カチャカチャ」というԻのݯを見学ツアーで目に

し、「ああ、このԻだったのか」とೲಘされる方もいら

っしΌいました。

　見学ツアーでは処方箋を受けてから薬をお出しする

までのશఔを։ࣔしました。「ௐ剤にはこれだけの

手ؒՋがかかるのだ」と分かれば、ち時ؒのۤ௧も

さんの҆৺や৴པऀױされるでしΐうし、何よりݮܰ

につながるとࢥいます。

དྷळΦʔϓϯ༧ఆͷ৽ళฮͰ
͢ࢦͷཧϞσϧہαϙʔτༀ߁݈

খౡ　「健康フェア」のメインプログラムを簡易検査と

したのは、今後、それが重要な薬局業務の１つになっ

てくるとࢥったからです。

　ް࿑লの健康サポート薬局の֓೦には、「医療අを

えるために、健康を自ݾཧしてほしい。病ؾにな

った合はいちૣく受してほしい。そのために薬局

では簡易検査などを௨し、必要な人に受קしてほ

しい」ということがあります。たしかに、શࠃには薬

局が̑ສ�υラッグストアをؚめると、ݢ000

̓ສ�もあるわけで、それらが一੪にऔりݢ000

めば࣬病のૣൃظ見ɾૣ࣏ظ療がଅ進されます。

──簡易検査といっても、いろいろあります。و社で

はどのような検査をఏ供していく͝༧ఆですかʁ

খౡ　そこは、まさに「考えத」です（স）。

ਅっઌにىされるのは、自݂ݾによる

݂糖（)C"1D）、脂࣭のチェックですが、

ほかにも体測ఆや݂流測ఆ、骨密度

測ఆなど人ʑのڵຯをҾくさま͟まな検

査とそのためのثػがొしてきていま

す。住民のニーζを見ながら、࠷దな検

査ثػをબするという作業をૣٸに行

っていくつもりです。

　しかしながら、ثػをそろえて検査す

るだけであれば、「ミニ療ॴ」にա͗ません。ฐ社が

目指すのはそういう薬局ではありません。ثػを׆用

しながら漢方医学の知見をੜかしてਖ਼しく見立てを行

い、దな「指ಋ」を行って地域の健康をサポートする

薬局です。

　۩体的には、ঢ়がܰい方はӫཆ学や薬હの知ࣝを

ੜかした৯ࣄ指ಋを行い、ະ病のஈ֊でঢ়をܰݮす

る。病Ӄに行くまでもないػ的࣬ױの方は、漢方薬

やサプϦメントを׆用してঢ়をվળする。そしてث

࣭的࣬ױがٙわれる方はదな医療ؔػをհする。

このようにऀױさんのঢ়ଶをਖ਼しくஅして、దな

対Ԡを行うことができる薬剤師をҭしていくʕʕそ

れが、ฐ社の健康サポート体੍の方ੑだろうとࢥっ

ています。

　健康サポート薬局とは、住民に対して長いスύンの

フΥローをఏ供していく薬局であり、ࠃもそうしたػ

を備えた薬局が֤地にできるようൃ破をかけていま

す。ところがࠔったことに、その۩体的なϞσルはࣔ

してくれませんし、手ຊとなる薬局も、いまのところ

は見当たりません。

　そこでฐ社では、「ཧ的な健康サポート薬局」を目

指し、来ळ、৽店ฮをΦープンさせることにしました。

ฐ社にはௐ剤、漢方、૬ஊ業務、健康৯品やӫཆ、ࡏ

医療ɾհޢなど、あらΏる「ૉࡐ」がそろっています。

それらを૯動һし、かつ༥合させ、いままでにない薬

局店ฮをつくってみたい。ઌほどの簡易検査について

も、いまは「健康フェア」のプログラムとして行ってい

ますが、৽店ฮにはઐ用コーφーをઃけ、イϕントで

はなく日常Խしていきたいとࢥっています。

ճは、その৽店ฮについ࣍。ですねߏຯਂいڵ──

ても͝հいただきたいとࢥいます。

˙�ձࣾ小ౡ薬局の֓ཁࣜג�˙
　1���（ত20）年、地ݩ住民の૬ஊ
薬局として業。小島ࢯߊの社長ब後
は、「地域医療のݙߩ」をཧ೦にܝげる
など、地域密ணの࢟をより໌にして
いる。ࡏݱ、沼津ࢢをத৺に੩Ԭݝ౦෦
地域でอݥ薬局̓店ฮ、漢方૬ஊ薬局１
店ฮをల։。社һ��人（うち薬剤師�1
人、ཧӫཆ̎࢜人、ొൢച1࢜�人）。
˙ຊ社ॴࡏ地ɿ˟�10�000�　੩Ԭݝ沼津ࢢా��0
˙̧̡̪ɿIUUQ���LPKJNBZBLLZPLV�DPN�

˛ຊ店の外؍
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将来の役割を積み上げ式ではなく逆算的に考えよう

地域包括ケア時代の
　薬局・薬剤師の役割

ファルメディコ株式会社
大阪大学大学院医学系研究科
統合医療学寄附講座

医師・医学博士 狭間 研至

ࣾձอোγεςϜ͕มֵ͢Δ͍·�
ͷকདྷ૾ඳ͚ͳ͍ࢣࡎ͔Βༀۀͷࡏݱ

、においてࠃԽとগ子Խがಉ時に進行するզがྸߴ　

度ߴ。の医療業քは大きく変わりつつありますۙ࠷

長ظ時代にઃܭされた社会อোシステムのݶքが໌ら

かになり、৽しい地域医療のࡏり方など、いろいろな

໘で今まで行ってこなかったような変ֵがٻめられて

います。そのதで、গない自ݾ負୲でߴ品࣭な医療が

受けられる社会อো੍度をଓけていくために、গしず

つでもアクシϣンをىこそうとしている医療ऀはଟい

のではないかとࢥいます。

　もちろん、医療ઐ৬の１つとしての薬剤師もࣄ

はಉ͡です。ࡏ医療、外来Խ学療法、༌ӷなど、今

までのいわΏる外来ௐ剤のࣄのൣᙝをえ、ௐ剤以

外の05$医薬品や健康৯品、さらには༧医療やੜ

༂すきフΟールυは׆、ըなどࢀ病指ಋの׳श׆

広まっているように͡ײられます。

　しかし、ຖ日の薬局での外来ௐ剤業務のதで、「ૣ

く、ਖ਼しく、わかりやすく」をϞットーに処方箋Ԡधɾ

処方査ɾௐ剤ɾ薬指ಋɾ薬ྺཧというࣄをண

࣮にこなしていくことにࡴされていると、薬剤師の

৽しいՄੑが自分にもؔあることになるとは、な

かなかࢥいුかることはしく、自分のক来૾とし

て考えづらいというのが࣮ࡍのところではないでしΐ

うか。

　薬剤師の৽しいࡏり方やイメーδは、ࡏݱの業務の

Ԇ長上に見えてくるϞノではないとࢥっています。つ

まり、ࡏݱの「લ薬局で処方箋ௐ剤業務にઐ೦する

薬剤師」のੈ代を薬剤師2�0とすれば、「地域包括ケア

を࣮ݱするために薬学的ઐੑを׆かした対人業務を

ల։する薬剤師」、つまり薬剤師��0とではੈ代がҟ

なることから、໌֬なΪャップが྆ऀのؒにはଘࡏす

るはずです。そのことを考えると、薬剤師にݶれば、

の業務からੵみ上げࣜで自分のক来૾を考えるこࡏݱ

とはおすすめしない、というのが私の考えです。

�Δҩྍχʔζ·ߴΒ༧ͱ͔ྍ࣏
ʮҬแׅέΞʯ͔ ΒՌׂ͖͕ͨ͢໌֬ʹ

　では、どうすればいいのか。えは簡୯です。薬剤

師はক来、医療શ体のதでどのようなׂをՌたす

きかということをࢉٯ的に考え、ࡏݱまでつなげてい

けばいいのです。そのࡍに、「地域包括ケア」という考

え方が໌֬にࣔされたことの意ٛは大きいとࢥいます。

「住み׳れたॴでظ࠷まで」ա͝すことを目ඪとした

「地域包括ケア」では、ࡏɾհࢪޢઃで長ظにわたっ

て療ཆし、自વなܦաとしてのظ࠷をܴえられるऀױ

さんが૿えてくるはずです。

　そのようなऀױさんは、一人で医療ؔػを受し、

処方箋を受けऔり、コンプライアンスをอちながらき

ちんと薬し、そのؒにどういうことがىこったかを

きちんと医師にえなければいけませんが、ྸߴԽɾ

ೝ知のଘࡏɾ運動ػの下などによってࠔにな

ります。したがって、ࡏ๚療や薬剤師によるډ

療ཆཧ指ಋは、薬࣏療の࣭的୲อと҆શੑの֬

อのためにෆՄܽであることがわかります。

療や手ज़をඅ用の࣏ಅのほか、がんߴ民医療අのࠃ　

໘でஅ೦せずに受けていくためには、ࠃඅを用いない

ηルフメσΟケーシϣンの推進がෆՄܽです。また、

05$医薬品も医療用医薬品とಉ༷、ൢചした薬剤師

がその後のܦաや݁Ռを֬ೝし、必要にԠ͡てऀױや

医師にフΟーυバックすることが必要です。

　さらに、༧は࣏療の̏ഒのコストύフΥーマンス

があることから、༧医療のੵۃ的なऔりみの１

つとして、ੜ׆श׳病のվળやػੑ৯品の使用の意

ٛは大きいと考えられます。こういった医療ニーζが

今後ٸにߴまることを౿まえてࢉٯ的に考えると、

地域包括ケア時代の薬局や薬剤師のׂは、໌֬にු

きூりになってくるのではないかとࢥいます。

第16回
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はじめに
　201�年݄̐のௐ剤ใुվఆから「かかりつけ薬剤

師」という৽しい評Ձがੜまれました。この評Ձがੜ

まれてきたഎܠには、「医薬分業が当初の目的をՌた

していないのではないかʁ」という൷があったとも

ฉいています。

　201�年10݄にްੜ࿑ಇলがൃදしたh のたऀױ

めの薬局Ϗδϣン にɦは、「かかりつけ薬剤師ɾ薬局の

今後の࢟」として「ऀױの৺ཧにもదにྀして૬

ஊにௌし、ฏ易でわかりやすいใఏ供ɾઆ໌を৺

がける薬剤師のଘࡏがෆՄܽであり、こうしたコミュ

ニケーシϣンྗをߴめるऔがٻめられる」とࡌه

されました。

　しかし、ݱでは「༷ऀױが࣭にえてくれない」

「薬指ಋをฉいてもらえない」「会話がち͙は͙にな

ってしまう」「会話がଓかない」「༷ऀױのؾ持ちがྑ

くཧղできない」「ۤ手な༷ऀױがいる」などなど、薬

剤師が日常業務を行っていくதで、༷ऀױとのコミュ

ニケーシϣンにおいてさま͟まなや՝があるの

ではないでしΐうか。今ճの࿈ࡌでは、コーチングと

いう؍から、これらののղ決方法をおえで

きればとࢥいます。

　医薬分業の進లや病౩業務のऔりみなどにより、

薬剤師が༷ऀױとするػ会が૿えてきたࡏݱ、薬剤

師のࣄは、以લのような薬த৺のௐ剤業務から、ױ

ऀ༷த৺の業務にҠってきました。աڈには薬のษڧ

さえしっかりしておけば、あるఔ度ྑかったかもしれ

ませんが、これからは༷ऀױとのコミュニケーシϣン

テクニックのスΩルアップがඇ常に重要になってくる

ものとࢥわれます。ຊߘが、おಡみいただいた薬剤師

のօ༷の業務にগしでもおに立てばいです。

患者コミュニケーション能力の向上に 
コーチングのテクニックを役立てよう
　私は、;としたきっかけでコーチングに出会い、プ

ロのコーチから݄に̏ʙ̐ճのコーチングを受け始め

ました。１年ؒコーチングを受けたࠒからঃʑにあ

る重要なことにؾき始めました。その重要なことと

は、「コーチングって、もしかすると自分がຖ日行っ

ている薬局での༷ऀױとの対話や薬指ಋとඇ常にଟ

くのڞ௨があるのではないかʁ」というものでした。

௨があるというより、コーチングのテクニックをڞ

ར用することで、༷ऀױとのコミュニケーシϣンがよ

り上手くいくのではないかʁとݴいえてもよいのか

もしれません。

　ຊ来コーチングは、コーチを受けるクライアントが、

自分の目ඪをୡしたり、をղ決したりしていく

ための手ॿけをしていくテクニックなのですが、その

テクニック、考え方はわれわれ薬剤師にとって、これ

からの༷ऀױとの٬۰、薬指ಋそして薬コミ

ュニケーシϣンにきっと立つものだと֬৴するよう

になりました。

　この࿈ࡌでは、薬剤師が日常業務で͡ײるલهのよ

うなみに対して、「コーチング」という؍からのऔ

りみ方を、分かりやすくղઆしてまいります。コー

チングのجຊのઆ໌から入り、その後、薬剤師がどの

ようにコーチングのテクニックを使ったらよいのかを、

ָしみながらスΩルアップできるようにॻき進めます。

薬剤師日常業務に׆用していただき、༷ऀױと、より

ྑいコミュニケーシϣンをとることにより、৴པؔ

のさらなるߏங、そしてその݁Ռとして、ଟくのऀױ

༷からબばれる「かかりつけ薬剤師」となり、薬剤師の

৬の評Ձ上につながりましたらいです。

コーチングとは 
その人自身から答えを引出し問題を解決する技術
　アメϦカでੜまれたコーチングという֓೦は、「人

は୭も目ඪや՝を๊えており、またそのղ決方法も

಄のதに持ってはいるが、௨常のঢ়ଶではそれがࠞಱ

としているため、なかなか࣮ݱやղ決にけて動くこ

かかりつけ薬剤師が
服薬指導にも活かせる
コーチング・コミュニケーション

第１回　薬剤師日常業務の問題解決に向けて

શࠃ薬剤師ɾࡏ療ཆࢧԉ࿈བྷ会�会長
ಢݝ薬剤師会�会長

会社メσΟカルグϦーン�代දऔక社長ࣜג

େᖒޫ࢘
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　あった、あった、ありました。よかった。見つ
けました。
　ԕ方で։かれるಉڃ会に出੮するとฦࣄを出し
ていました。ところが、ʠ日時をすっかりれて
いるʡことにؾづきました。ઌ日、会ったಉڃੜ
も「出੮する」とݴっていたので、࿈བྷしてڭえて
もらおうかなどとࢥҊしていました。
　しかし、１カ݄はઌの話。自分なりにҊ内ঢ়

などを୳して
みよう。そし
て、ʠメϞな
どもͻΐっと
するとして
いるかもʡな
どと、ささや

かな߅を試みていました。
　何かある201�年の手ாを୳し出しました
が、１目のബい方には何のࡌهもなく、̎目
のちΐっとްい方の年ؒ༧ఆにॻいてあるのを見
つけました。
　あー、よかった。これで಄のتͼのݴ༿をൃ
することになりました。༑人、ಉڃੜたちにೝ知
とݴわれなくてʜ。
　でも、։始の時ؒはෆ໌のまま。֬か、当日、
日ؼりできるかどうかをௐたهԱがあります。�
会をޕ後̕時લに出ればؼできることを֬ೝ
したࣄは֮えていました。それで、おそらく։始
の時ؒはこれ͙らいだろうと推測できました。
　ଟগ、ૣく行っても、͙ࣄװらいはطにって
いるかも知れませんので。

　　　　　　　　　　会社　日立作ॴࣜג
ͻたちなか૯合病Ӄ　ࡏ医療推進ηンタ長

࣌ձのڃਔҰçୈ̍ççಉࢁُ

ɾຊΤッηイの内༰はすてࣥචऀのݸ人的な見ղであり、ࡏݱॴଐする病Ӄのެࣜ見ղをࣔすものではありません。

連載エッセイ 認知 症？

とができない」と考え、コーチはఆظ的に（݄に１ʙ̐

ճ）クライアントとコーチングηッシϣンを行い、ޮ

Ռ的な࣭を使って、目ඪを࣮ݱしたり、՝をղ決

する方法についてクライアントຊ人からえをҾき出

します。そして、クライアントの行動のϞチϕーシ

ϣンをアップしていくというものです。ݴいえると

コーチはクライアントの಄の交௨ཧをする人とݴえ

るかもしれません。

　クライアントはఆظ的にコーチングを受けるࣄによ

って、Ϟチϕーシϣンをߴめ、目ඪୡやղ決に

。けてのきっかけをಘることができるわけです

　さて、コーチは、コーチングを行うࡍに、以下のݪ

ଇを守ります。

ίʔνͷ̏大ݪଇ

１ɽコーチはクライアントの100ˋຯ方である。

̎ɽえはクライアントのதにある。

̏ɽ�コーチはそのえを、ޮ Ռ的な࣭でҾき出す。

　要するにコーチは、さま͟まなテクニックを使い、

クライアント一人一人が持っているえをҾき出し、

ऴ的に目ඪをୡさせたり、をղ決させていき࠷

ます。

　ޮՌ的にコーチングを行うためには、クライアント

のஔかれているঢ়گをਖ਼֬にѲする必要があるため、

時にはクライアントのプライϕートに౿みࠐΉ必要が

出てくる合がありますので、コーチとクライアント

の৴པؔがඇ常に重要になってきます。

　また、クライアントの話をฉく時には、クライアン

トのൃするݴ༿そのものも大ですが、ݴ༿のイント

ωーシϣン、දݱ方法などにもؾをるため、いわΏ

るௌ（アクテΟϒϦスニング）のスΩルや、クライア

ントのੑ֨などをཧղしておくことも大変重要とされ

ています。

ճは、コーチングと薬剤師業務についておえし࣍　

たいとࢥいます。
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　今ճは、̘ܕ؊Ԍの方の処方箋と検査をྫに、̘ܕ؊
Ԍウイルス（以下)$7）ײછにおける合ซやཧすき
߲目についてղઆします。
長ɿ1�0ᶲ、体。ੑঁ、ࡀຊใ　̖さん、�0جऀױ
重ɿ��ᶵ。アϨルΪーɿなし。アルコールɿҿまない。
タバコɿٵわない。ଞՊ受ɿあり。ซ用薬ɿアムロδピ
ン2��ᶴ。
ༀྺใ　�0代のときに受けた健康அをきっかけに、
࠶に̎ճ行ったがڈ療をա࣏/'*。Ԍとஅされる؊ܕ̘
೩、１年લに̏剤ซ用療法（ϖグインターフェロンЋ�2B
ʤϖΨシスʥ�ϦバϏϦンʤコϖΨスʥ�シメプϨϏルʤιϒϦ
アーυʥ）を行っている。2�िの࣏療をܦて一୴)$7�
3/"（ʵ）のঢ়ଶがଓいていたが、̎カ݄後の࠶検査で
)$7�3/"（ʴ）となった。"45、"-5 はج準よりやや
、度検出されて以߱は࠶めで推Ҡしている。)$7�3/"がߴ
؊൳ޢ療法としてウルισΦΩシコールࢎ（ウルι）を用
ଓしたのち、৽しい薬が使用できるようになったというܧ
ことで、今ճ医師に薬剤の変ߋをקめられた。

ओૌ　「今まで何度もつらい࣏療を行ってきたが、લճの
̏剤ซ用療法で一୴ফえたウイルスがまた出てきたのには
とてもがっかりした。注ࣹのたͼにを出していたのも体
ྗ的にきつかったし、৽しい薬にظしていた分、病Ӄの
ઌੜもޢ師さんもとても೦がっていた。今ճはҿみ薬
だけで注ࣹがないのだが、大ৎなのだろうか。ෆ҆。」
͓ༀखாͷ༰

ճͷॲํ༰ࠓ˔

ιϗスϒϏルɾϨδύスϏル（ハーϘニー合ৣ）　１ৣ�

１日１ճ�ே৯後�2�日分

　)$7ΩャϦアはશੈքで１ԯ�000ສ人、ࠃ内では
1�0ສʙ200ສ人と推ܭされています。ײછが立する
と、ੑٸのܦաで࣏༊するケースが�0ˋほどで、りは
ຫੑԽしຫੑ؊ԌとҠ行します。ຫੑ؊ԌによりԌが
持ଓԽすると、؊のઢҡԽが進み؊ߗ変や؊がんと進ల
します̎）。
療の目ඪは、)$7の持ଓ的な࣏Ԍ؊ܕ̘　ඪྍ࣏˔
をࢮ࿈ؔױ࣬؊こされうる؊ൃがんやىછによってҾきײ
えることにあります。ैって、ୈ一には持ଓ的な)$7
のফ （ࣦ473）を目指します。ただし、ײછがফࣦしたケ
ースにおいても؊ൃがんが見られることがあるため（���
ʙ��0年のฏؒظ؍ۉで0��ʙ��2�にൃがんをೝめて
いる）、長ظ༧後のվળのために十分なフΥローアップが
必要です。
ウイルス薬が߅用いられる薬剤は、*'/とࡏݱ　ༀྍ࣏˔
ओ体です。)$7はҨ子ܕにより１ܕ̎、ܕに分ྨされ、
*'/がத৺的に使用されてきました。日ຊ人にଟい１ܕに
対しては *'/ がޮՌをࣔしにくいとされてきましたが、
ۙ年߅ウイルス薬として、ウイルス૿৩に重要なׂをも
つ )$7 タンύク࣭を的に્する %""（EJSFDU�
BDUJOH� BOUJWJSBM� BHFOUT）がൃചされ、１ܕの࣏療ޮ
Ռがظされるほか、̎ܕに対しても *'/ を使用しない
療が進められるようになっています。ήノタイプ１࣏口ܦ
にはιϗスϒϏル（40'）ɾϨδύスϏル（-%7）、またܕ
は:��の変ҟが見られない合ΦムϏタスϏル（0#7）ɾ
ύϦタプϨϏル（157）ɾϦトφϏル（S）が、̎ܕには40'、
ϦバϏϦン（3#7）が推されるほか、μクラタスϏル
（%$7）ɾアスφプϨϏル（"47）、シメプϨϏル（4.7）
がܦ口༩あるいは *'/とڞに使用されます（ਤ）̏）。

͍ͯͭʹྍ࣏Ԍͷ؊ܕ̘

ྟচༀֶ

臨床推論
ʕࠪݕ͔ΒಡΈղ࣬͘ױใʕ
çୈ̒ճçɹ̘ܕ؊Ԍͷྫ

ؙ୩༞ඒ
クΦールࣜג会社�クΦールアカσミーɾڭҭݚम෦

পະՃ

࣌ͷࠪݕ� ʢˢɿج४ΑΓߴΊʣ

݁　Ռ （準１ج

"45 ���*6�-　　ˢ 0ʙ�0�*6�-

"-5 ���*6�-　　ˢ 0ʙ�0�*6�-

)#Tݪ߅ （ʵ） （ʵ）

)$7�3/" （ʴ） （ʵ）

݂小൘ 1�ສ �Ж- 10ສʙ�0ສ �Ж-

݂ѹ 1���112NN)H 1�0��0NN)Hະຬ
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˙ˌ̍�৽ༀʹ͍ͭͯͷઆ໌

　この年で̘ܕ؊Ԍ࣏療のஶޮは֨ஈに上がりました。
そのഎܠには༗ޮな৽薬のొがあります。̖さんが使用
していた̏剤でのซ用療法も��ˋのஶޮをࣔすྑい࣏
療方法でしたが、*'/とのซ用で体ྗ的にফする上、
೦ながら今ճはൃ࠶が見られてしまいました。日ຊࠃ内の
ୈ̏૬試験においては、ハーϘニー合ৣの使用により
100ˋۙい 473が見られています。これは、̖さんの
ようにै来の࣏療を受けていた方においてもಉ༷です。今
ճの࣏療薬は、ܦ口༩であり෭作用もগない医薬品であ
りながら、使用はޮՌ的とされています（ΤϏσンスϨϕ
ル2C、グϨーυ̗）̏）。
˙ˌ̎ɹੑൃݱͷݥةɺൃ࠶ͷݥةճආʹ͍ͭͯ

　薬剤のҿみれや自ݾஅで薬をやめてしまうことで薬
がޮかなくなってしまうことがあり、தࢭによりൃ࠶のة
療が行われているཧ༝と࣏のࡏݱ、いことをઆ໌しߴがݥ
薬ܧଓを指ಋします。
˙ˌ̏ɹңༀͷӨڹ

　ϨδύスϏルのٵऩはң内の Q)上ঢにӨڹされます。
)2� CMPDLFS を使用する合はハーϘニー合ৣとಉ時、
11*と用するࡍにはۭෲ時にハーϘニー合ৣとಉ時
用することが推されています。また、ศ௨をྑくするた
めに使用されるマグωシウム剤も、ң内の Q)にӨڹす
るため߇えることがあります。̖さんはࡏݱのところいず
れもซ用してはいませんが、)2�CMPDLFS やマグωシウム
剤はྸߴになると使用ස度が上がりますし、また05$と

̖͞Μʹର͢ΔࠓճͷࢦಋͷϙΠϯτ
してߪ入Մですので、ซ用をආけるよう֬ೝが必要です。
˙ˌ̐ɹ෭࡞༻ʹ͍ͭͯ

　用தに見られる෭作用のओなものはૡᙱײ、口内Ԍな
どܰඍなものです。一方で、重大な෭作用として݂ߴѹが
れることがあり、用தは݂ѹの推Ҡに十分に注意をすݱ
るようઆ໌しましΐう。̖さんはݩ来݂ѹのߴい༷ऀױで
あり、ऩॖ݂ظѹが1�0NN)Hをえて推Ҡするようで
あれば薬剤のӨڹも考ྀして受をするようにଅします。
また重大な෭作用として݂োが見られることもあり
ますので、಄௧やしͼれ、ろれつがճらないなど、体に
ҟ常を͡ײたらやかに受をするように指ಋします。
˙ˌ̑ɹͦͷଞͷϙΠϯτ

　今ճの࣏療で使用されたハーϘニー合ৣは、１ৣ̑ສ
������ԁ、またほかの薬剤についても比較的ֹߴな医
薬品がଟいです。しかし、อݥద用となっている࣏療にؔ
しては֤ಓݝで医療අॿ੍度がઃけられており、一
ఆの自ݾ負୲ֹをえるものはࠃと自࣏体がඅ用負୲をし
ます。ݸ人のऩ入によりҟなりますが、੍度̐）についてҊ
内し、ۚમ的な負୲ײで࣏療をஅ೦することのないように
ଅしましΐう。
ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ
ݙจߟࢀ
１）�ଜ૱ɼࡾӜխ一ฤɿྟচ検査ハンυϒック� ୈ̎൛ɽ͡ほうɽ
201�年݄̓ɽ

̎）؊Ԍใηンター�ϗームϖーδɽ
　çIUUQ���XXX�LBOFO�ODHN�HP�KQ�JOEFY�IUNM
̏）�日ຊ؊ଁ学会� ؊Ԍ療Ψイυライン作ҕһ会ฤɿ̘ܕ؊Ԍ࣏
療Ψイυライン（ୈ̑൛）ɽ201�年݄̑ɽ

　ç�IUUQ���XXX�KTI�PS�KQ�NFEJDBM�HVJEFMJOFT�KTI@HVJEMJOFT�
IFQBUJUJT@D

̐）ް ੜ࿑ಇলϗームϖーδɽ؊Ԍ૯合対ࡦの推進ɽ医療අॿɽ
　ç�IUUQ���XXX�NIMX�HP�KQ�CVOZB�LFOLPV�LFLLBLV�LBOTFOTIPV0���
0�0�2�@KPTFJ�IUNM

ਤɹ̘ܕຫੑ؊࣬ױʢήϊλΠϓ̍ܕɾ̎ܕʣʹ ର͢Δྍ࣏ϑϩʔνϟʔτ̏ʣ

（出యʗ日ຊ؊ଁ学会ฤɿ̘ܕ؊Ԍ࣏療Ψイυライン（ୈ̑൛）ɽ201�年݄̑ɽ̥11��11�よりసࡌ）

ウイルス療法を行うɽ߅にظはૣ܈Ϧスク؞ൃߴઢҡԽ進లྫなどの、ऀྸߴ�1˞
˞2�3#7ซ用をしない1FH�*'/（*'/）୯ಠの࣏ط療ྫは初ճ࣏療にؚΉɽ
˞���重度のਛػো（F('3ʻ�0N-� 分 �1���ᶷ）ຢはಁੳを必要とするਛෆશのऀױに対する40'

の༩はسېであるɽ
˞���(FOPUZQF1B に対する0#7�157�S の༗ޮੑは֬立していないɽݪଇとしてカルシウム፰߅薬の

ซ用は推されないɽ$:1�"、1�HQ、#$31、0"511#1�1#�を࣭جとする薬剤とのซ用にあ
たっては用ྔௐઅを考ྀする（ࢿྉ̏ࢀর）ɽ0#7�157�S ��変ҟを測ఆし、変:ྗۃ、療લには࣏
ҟがないことを֬ೝするɽ0#7�157�S されるଟ剤ੑウイルスى療がඇஶޮとなった合にऒ࣏
に対しては、ݱ時で֬立された༗ޮな࣏療法はないことを考ྀに入れるɽ�

˞���(FOPUZQF1C は %$7�"47もબࢶとなるɽただし、%$7�"47࣏療લには、�1-���:ྗۃ変
ҟを測ఆし、変ҟがないことを֬ೝするɽまた、%$7�"47࣏療がඇஶޮとなった合にऒىされ
るଟ剤ੑウイルスに対しては、ݱ時で֬立された༗ޮな࣏療法はないことを考ྀに入れるɽ

療法のબにおいては、*'/�CBTFE�UIFSBQZ࣏���˞ にはൃ؞੍のΤϏσンスがあることを考ྀするɽ�
˞��*'/ະ࣏療のウイルスྔྫはదԠ外であるɽ
˞��1FH�*'/（*'/）୯ಠ療法ならͼに3#7ซ用療法の࠶೩ྫɽ

療法のબにおいては、*'/�CBTFE�UIFSBQZ࣏�1˞ にはൃ؞੍のΤϏσンスがあることを考ྀするɽ
ウイルス療法を行うɽ߅にظはૣ܈Ϧスク؞ൃߴઢҡԽ進లྫなどの、ऀྸߴ�2˞
˞��3#7ซ用をしない1FH�*'/（*'/）୯ಠの࣏ط療ྫは初ճ࣏療にؚΉɽ
療する࣏に準͡て40'�-%7でܕ療は、１࣏છのײのࠞ合ܕと̎ܕ��１˞
˞���重度のਛػো（F('3ʻ�0N-� 分 �1���ᶷ）ຢはಁੳを必要とするਛෆશのऀױに対する40'

の༩はسېであるɽ
˞��*'/ະ࣏療ɾߴウイルスྔのอݥదԠは、1FH�*'/ Ћ �2C�3#7のみであるɽ
˞��1FH�*'/（*'/）୯ಠ療法ならͼに3#7ซ用療法の࠶೩ྫɽ

１ɽຫੑ؊Ԍ �ήノタイプ１ܕ（%""࣏�療ྺなし）˞１ ̐ɽຫੑ؊Ԍ �ήノタイプ̎2˞�1˞ܕ�˞��˞�

初ճ࣏療
1FH�*'/（*'/）�3#7

療ྺなし˞2࣏

1 ܕ

療࣏࠶
1FH�*'/（*'/）�3#7

療ྺあり࣏

1��ɾ40'�-%7（重度ਛোなし）˞�

　ɾ0#7�157�S（:��変ҟなし）˞�

2��%$7�"47（:���-�1変ҟなし）˞�

���4.7または7"/�1FH�*'/�3#7ซ用˞�˞�

　　　　　　（*-2�#�NBKPS�UZQF）

1��ɾ40'�-%7（重度ਛোなし）˞�

　ɾ0#7�157�S（:��変ҟなし）˞�

2��%$7�"47（:���-�1変ҟなし）˞�

���4.7または7"/�1FH�*'/�3#7ซ用

　　　　　　（લ࣏療࠶೩ྫ˞�˞�）

初ճ࣏療

ܕ2

療࣏࠶

１��40'�3#7（重度ਛোなし）˞�

̎��1FH�*'/�3#7˞�

　��1FH�*'/�Ћ�2B または *'/（ະ࣏療ɾウイルスྔ）

1��40'�3#7（重度ਛোなし）˞�

2��573�1FH�*'/�3#7（લ࣏療࠶೩˞�）
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外観類似による薬剤取り違えを防ぐために

南東北グループ 首都圏薬剤部門 ゼネラルマネージャー

　� 山本�真
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ఆظ的に医療ނࣄใऩूࣄ業ใࠂॻが出ています

が、࠷৽൛（201�年݄̒2�日）のୈ��ճใࠂॻ

（201�年１݄ʙ݄̏）̎）でも、この外؍のྨࣅした薬

剤のऔりҧえについてूൃ࠶、ܭࡦࢭがհされ

ていますので、その内༰をհします。

「常に発生する可能性大」と心得て
他施設の薬剤取り違え事例を共有しよう

　ಉใࠂॻによると、医療ނࣄใऩूࣄ業にࢀՃ

している1000の医療ؔػより、2010年１݄１

日から201�年݄̏�1日までにใࠂされた医療ނࣄ

ใのうち、外؍のྨࣅした薬剤のऔりҧえにؔする

݅ࠂ年͝とのใࠂは2�݅でした（ද̍̎））。ใྫࣄ

はද̎̎）のとおりです。

　剤ܕผでは注ࣹ薬が࠷もଟく10݅、࣍いで内薬

が̒݅、外用薬が̑݅でした。包ܗଶについては、

注ࣹ薬ではアンプルが̓݅、内薬では151包が

̐݅でした。注ࣹ薬のΩット、プϨフΟルυシϦンδ

や、内薬の151包、外用薬の࠱薬は、ऀױに使

用するલまでそのままのܗଶで準備されることがଟ

いので、ௐ剤や準備の時でऔりҧえても、༩લ

にࡌهされた薬剤໊の࠷ऴ֬ೝが行われると、薬剤の

औりҧえにؾくことはՄとなります。しかし、ア

ンプルやバイアルに入った注ࣹ薬は、シϦンδなどに

薬ӷをٵって準備すると、シϦンδ内の薬剤は৭など

がいている合をআき薬剤をಉఆすることはۃめて

しくなります。それΏえ、薬剤をऔり出す時でه

された薬剤໊を֬ೝすることや、ラϕルをషするࡌ

ことが重要となります。

　そのため薬会社も、ۙ࠷のアンプルやバイアルに

おいては、品໊がࡌهされたラϕルの一෦をはが

して、シϦンδషできる҆શのためのを

取り違え防止のダブルチェックは
なぜ機能しなかったのか

　201�年12݄に、ؔの૯合病Ӄで、ە߅薬と

ؒҧえてےஎ؇薬が༩されたऀױがくなったとい

うニュースがありました。薬剤師がە߅薬とؒҧえて

師にޢஎ؇薬を病౩にい出してしまい、病౩でے

よるμϒルチェックが行われましたが、見ಀされてױ

ऀに༩されてしまったというࣄҊです。「なͥےஎ

؇薬をい出してしまったのだろう、ޢ師もμϒル

チェックしていたのに」とෆࢥ議に͡ײていました。

しかし、ނࣄがൃੜする合は「やっていたが、す

てのఔでத్な֬ೝが行われていて、ޚนが

十分にಇいていない」ことがଟいようです。

　昨年（201�年）11݄に։࠵されたୈ10ճ医療の

࣭ɾ҆શ学会学ज़ू会のシンポδウム「ۙ࠷の医療ࣄ

から薬剤にؔする医療҆શを考える」で講ԋされたނ

上ඌதԝ૯合病Ӄ医療҆શཧ՝のᬑ子ઌੜ（薬

剤師）は、このނࣄのใಓをฉいたࡍ、「10のٙ」が

わいたと話されています。そして、そのதのٙの１

つとして「病౩でのޢ師のμϒルチェックはなͥػ

しなかったのかʁ」をڍげています１）。

　ެ։された当֘病Ӄのނࣄௐ査ใࠂॻによると、

師໊̎によるμϒルチェックは行われたものの、దޢ

なμϒルチェックではなく、バイアルのܗঢ়やバイ

アルΩャップの৭、そして品໊の಄จࣈがಉ͡であ

るとのことで、マスΩュϨートをマΩシピームとޡっ

てর合してしまったようです。このようなことはよく

行われており、׳れた薬剤師やޢ師はこのトラップ

にؕりやすいのではないでしΐうか。

　こういった外؍のྨࣅした薬剤のऔりҧえは日常的

にൃੜしており、ώϠϦハットใࠂでも見かけること

があります。ެӹஂࡒ法人日ຊ医療ػ評Ձߏػより、
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行っていますので、これらのラϕルを׆用して、薬剤

の֬ೝやऔりҧえࢭに立てましΐう。

　2�݅のྫࣄのうち、ऀױに༩するલにऔりҧえ

にؾいたྫࣄは１݅で、薬剤師がηϨωース注をௐ

剤するところ、ޡって外؍がྨࣅしたδΰシン注をௐ

剤しましたが、ޢ師が準備をするࡍに薬剤໊がҧう

ことにؾいたというྫࣄでした。

　そのଞの2�݅は、すてޡったままऀױに༩ま

たは使用されています。ྫࣄの重度は、「োなし」

が1�݅、「োଘのՄੑなし」が̐݅で、ऀױ

のӨڹが小さいྫࣄがほとんどでしたが、「োଘ

のՄੑがある（ߴい）」の１݅は、手ज़தに؟内をછ

৭するためϒϦϦアントϒルー̜を使用すきところ、

内のછ৭には使用しないピΦクタニンϒルー༹ӷが؟

ಉܕの৭Ψラスළに入っていたためにޡって準備し、

。でしたྫࣄ内に注入された؟

　ಉใࠂॻでは、ྫࣄでऔり上げられた薬剤の外ࣸ؍

ਅもհされています。また、ྫࣄの֓要もհされ

ており、医療҆શݚम会にར用できるものです。

　外؍のྨࣅによるऔりҧえは、常にൃੜするՄੑ

のߴいものです。ଞࢪઃでのྫࣄをڞ༗することによ

って、注意すき薬剤も৬һؒで知ることができま

す。病Ӄでのใがまとめられていますが、病Ӄだけ

ではなく、อݥ薬局でも༗用なใとなるものです。

日ຊ医療ػ評Ձߏػのϗームϖーδ（IUUQ���XXX�

NFE�TBGF�KQ�QEG�SFQPSU@���QEG）からใࠂॻをμ

ウンローυできますので、͝一ಡいただき、日ʑの業

務をさらに҆શに࣮ࢪするために׆用してください。

ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ
ݙจߟࢀ
ɽ「10のٙ」、ނࣄࢮ༩ޡஎ؇薬のےຊՂ子ɿڮ�（１
201�年11݄22日ɽ医療ҡ৽ɽN��DPNɽ

� 　�IUUQT���XXX�N��DPN�PQFO�JSZP*TIJO�BSUJDMF����1���
̎）�ެ ӹஂࡒ法人日ຊ医療ػ評Ձߏػ医療ނࣄࣄࢭ業෦ɿ
医療ނࣄใऩूࣄ業� ୈ��ճใࠂॻ（201�年１݄ʙ
݄̏）ɽ201�年݄̒2�日ɽ

� 　IUUQ���XXX�NFE�TBGF�KQ�QEG�SFQPSU@���QEG

ද̍ɹ֎͍ͯ͠ࣅྨ͕؍Δͱใ͞ࠂΕͨༀࡎͷछྨͱܗଶ
種類 件数 形態 件数 使用する予定の薬剤※１ 取り違えた薬剤※１

注射薬 10

褐色ガラスアンプル 5

セレネース注５㎎ サイレース静注２㎎
ラシックス注20㎎ プリンペラン注射液10㎎
プリンペラン注射液10㎎ ペルジピン注射液２㎎
プリンペラン注射液10㎎ ホリゾン注射液10㎎
セレネース注５㎎ ジゴシン注

無色ガラスアンプル 2
ドルミカム注射液10㎎ ミオブロック注射液※２

ヱフェドリン「ナガヰ」注射液40㎎ ネオシネジンコーワ注５㎎
ガラス製シリンジ型バイアル 1 クリアボーン注 パーヒューザミン注
キット 1 リュープリン注射用キット3.75 リュープリン注射用キット11.25
プレフィルドシリンジ 1 ヘパリンシリンジ※３ キシロカイン注シリンジ１％

内服薬 6
PTP 包装 4

ワーファリン錠１㎎ ラシックス錠40㎎
レナデックス錠４㎎ ルプラック錠８㎎
ガスコン錠40㎎ ガスロンＮ・OD 錠２㎎
重曹錠500㎎「マイラン」 炭カル錠500㎎「旭化成」

アルミネートフィルム包装 1 ホスリボン配合顆粒 ホスレノール顆粒分包250㎎
白色ポリエチレン容器 1 ジスロマック SR 成人用 DS ２g ジスロマック錠600㎎ 30錠

外用薬 5
褐色ガラス瓶 3

ビソルボン吸入液0.2％ ベネトリン吸入液0.5％
ブリリアントブルーＧ １％（w/v）ピオクタニンブルー溶液
無水エタノール オリブ油

坐薬コンテナー 1 ジクロフェナク Na 坐剤※３ 新レシカルボン坐剤
角型ポリエチレン容器 1 ステリクロン液５ ハイジール消毒液10％

その他 3
一斗缶 1 キシレン メタノール
詳細不明 1 クレアチニン第２試薬 クレアチニン第１試薬
ポリエチレン容器（外装：ダンボール） 1 次亜塩素酸ナトリウム 酢酸

。になっている合があるߋが変༷では、ラϕルのࡏݱ時とࠂのใྫࣄ�１˞
。しているࢭはൢചをதࡏݱ�̎˞
。されておらずෆ໌であるࡌهの内༰にਖ਼ࣜなൢച໊がྫࣄ�̏˞

（ެӹஂࡒ法人日ຊ医療ػ評Ձߏػ医療ނࣄࣄࢭ業෦ɿ201�年݄̒2�日ɽ医療ނࣄใऩूࣄ業�ୈ��ճใࠂॻ）

ද̎ɹ֎؍ͷྨͨ͠ࣅༀࡎͷऔΓҧ͑ʹؔ࿈ͨ͠ྫࣄͷใ݅ࠂ
（2010年１݄１日ʙ201�年݄̏�1日）

報告年 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016
（１～３月） 合計

件数 0 4 5 4 4 6 1 24
（ެӹஂࡒ法人日ຊ医療ػ評Ձߏػ医療ނࣄࣄࢭ業෦ɿ201�年݄̒2�日ɽ医療ނࣄใऩूࣄ業�ୈ��ճใࠂॻ）
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今月のおすすめ「食事療法レシピ」

さばときのこのスパゲッティ
このような傾向の方におすすめ
　◦糖尿病　◦高脂血症　◦肥満

　さばの水煮缶を使った簡単スパゲッティ。水菜は仕上げにトッピングし、シャキ
シャキの食感をキープ。大根おろしとノンオイルドレッシングでさっぱりとした味
わいです。

 ◉管理栄養士からのレシピポイント
　さばに含まれる EPA や DHA には、中性脂肪や LDL コレステロールを減らし、
HDL コレステロールを増やす働きがあります。きのこや野菜に含まれる食物繊維
には、血糖値の急激な上昇を抑える働きがあります。

˙ Ԙʢ̍人લʣɹɹ  2.3g
˙ ΧϩϦーʢ̍人લʣ461kcal
˙ ௐཧؒ࣌ɿ15 分
˙ ɹɹྨɿ主食
˙  қ ɿ簡単
˙ δϟンϧɿ洋

そのほかのレシピもご紹介しています。詳しくは日本ケミファホームページへ。　http://www.chemiphar.co.jp/

©Nippon Chemiphar Co., Ltd.

材料（２人分） 作り方
スパゲッティ　130g
さば水煮缶　1 缶（190g）
しめじ　100g
にんにく　1 かけ
オリーブ油　大 1
大根おろし　1 カップ（200g）
水菜　40g
ノンオイルドレッシング（市販品）  大 2

① しめじは石づきをとって小房に分け、にんにくは
薄切り、水菜は３㎝長さに切る。

② スパゲッティは熱湯で表示の時間よりも 1 分短く
ゆでる。

③ オリーブ油、にんにくをフライパンに合わせて熱
し、しめじを炒める。

④ しめじに軽く焼き色がついたら、さばの水煮を缶
汁ごと加えて炒める。

⑤ ④に②のスパゲッティを加え、軽く炒めて器に盛る。
⑥ 大根おろしと水菜をトッピングし、ノンオイルド

レッシングをかける。

H28-8

˔ޮຢޮՌɺ༻๏ٴͼ༻ྔɺسېΛؚΉ༻্ͷ
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ϞϯςルΧετৣ�NHʮέϛϑΝʯ ϞϯςルΧετৣ��NHʮέϛϑΝʯ

ൢചݩ（ࢿྉٻઌ）

薬Ձج४ະऩࡌ

Montelukast

アレルギー性鼻炎治療剤

モンテルカスト錠 5mg「ケミファ」10mg「ケミファ」

＜日本薬局方　モンテルカストナトリウム錠＞

ロイコトリエン受容体拮抗剤
ൃച४උதൃച४උதൃച४උத




